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計画（案）と計画（素案）との対照表 

 

１ 提出された意見に基づく計画（素案）の修正 

(1)  「基本目標１ 地球市民として脱炭素社会をめざすまち」について 

ア 対象の意見 

家庭で太陽光パネル、V2H 等の導入により脱炭素を実現することで、環境面だけでなく市民生活にどの

ようなコスト面等のメリットがあるか明確に示し、市民の環境意識の引き上げにつなげてほしい。 

 

イ 修正理由及び修正事項 

本計画において、対策強化による温室効果ガス排出量の削減目標として、家庭部門からは約 71,000ｔ－

ＣＯ₂の削減を掲げている。この目標を達成するための主な対策である省エネ家電や再エネの導入に大き

な対策効果を見込んでいることから、一人ひとりが意識して取り組む省エネ行動による効果に加え、省エ

ネ家電への買い替え等による効果についても追記する。なお、効果は省エネ効果及び節約効果とする。 

 

ウ 修正箇所 

計画書 61ページに次のとおり追記する。 

項目 （案） （素案） 

第４章  

施策の展開 

 

基本目標１ 

 

  

 



 

2 

 

 

 

 

 

 

２ その他の修正 

(1) 家庭部門における省エネ行動による効果の目安 （60ページ） 

   ア 修正内容 

「省エネ性能カタログ 2023年版」→「省エネ性能カタログ 2024年版」 

 

   イ 修正理由 

資源エネルギー庁より、最新版である「省エネ性能カタログ 2024年版」が公表されたため。 

 

(2) 表現及びレイアウトの調整等 

 

 


